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＜７月～８月報告＞  

７／ ７ （水）宮沢緑地   「笹舟流し・水辺で乾杯」 雨天のため中止 

７／１０（土）  河川清掃 河川清掃 雨天のため中止 

７／２３（金） じゃぶじゃぶ 池塵芥処理実施（日下・高橋） 

7／２８（水） 仙台市6階会議室 「広瀬川市民会議」総会に出席  

＜８月～９月予定＞  ８／１４（土）１０：００～ 河川清掃／広瀬橋集合  雨天の場合には、本会掲示板で確認下

さい。 ※）マスク、手袋、長靴、長袖、長ズボン、着用の上、ご参加下さい。（ ヒバサミも）  

会員募集（個人会員／年会費5千円・法人会員／年会費1万円） 

活動概要／毎月第２土曜日／清掃活動（地域貢献証明発行）詳細はＨｐを参照下さい。 

誰でも参加可能（無料）・川の清掃・観察・川の魅力を感じる活動です。 

秋雨前線で暑い夏が一転。秋の気配となりました。 

皆様お元気ですか。広瀬川は 7月中旬から急速に水量が落ち、台

風が来る迄１０分の 1に減水し、小川となりました。 

アユは春に河口から溯上し、秋に河口に下り一生を終えます。 

幼魚の頃は水中のプランクトンを捕食。川を溯上しながら、1日、自

重の２０％もの石ゴケを食べ、縄張りを守る迅速な攻撃性を供えて

います。晩秋に石ゴケが終える頃、降下して短い一生を終えます。 

石ゴケは陽光と水質によって生育します。急坂の日本河川特有の

環境が石コケを生かし、アユが育ち、香魚となる自然環境です。 

河川は土と水に生命の共生を作り、人は自然を紡ぐ河川文化を

維持しなｊければならないと思います。「海は森の恋人」の活動家で

ある気仙沼のカキ生産者、畠山重篤氏は海に注ぐ川上に広葉樹の

植樹活動を継続。 彼曰く、川と海を繋ぐ活動を期待すると。日下筆 

広瀬川八本松親水池（国交省管理）7/23撮影 

車椅子を利用したタウンモビリティ構想 

水辺のバリアフリーとして平成２０年計画実施されました。 

           

 

 

 

 

 

 

 

広瀬橋下流 ７/23 
広瀬橋上流  8/12 


